
上智大学中央図書館9階L921教室

Free/No reservation required
入場無料/事前申し込み不要

とは何か」

上智大学国際言語情報研究所、ヨーロッパ研究所、
北海道大学スラヴ・ユーラシア研究センター共催

Language: English & Japanese 

使用言語: 講演：英語、コメント：日本語、質疑応答：両言語

Programm

14:00-14:10 開会

14:10-15:00 Florian Coulmas（デュースブルク・エッセン大学（ドイツ）／上智大学客員招聘教授）

“Reviziting ‘The tyranny of writing’ ”

「文字の横暴（ソシュール）を問い直す」

15:00-15:50 Tomasz Wicherkiewicz （ポズナニ大学（ポーランド）／北海道大学スラヴ・ユーラシア研究センター客員研究員）

“Writing and script in identity engineering”

「書くことと文字によるアイデンティティ獲得」

16:00-16:15 コメント 荒井幸康（北海道大学スラヴ・ユーラシア研究センター共同研究員）

16:15-17:00 質疑・議論

問い合わせ先：
上智大学国際言語情報研究所：
Tel: 03-3238-3493 E-mail: i-lincom@sophia.ac.jp

上智大学ヨーロッパ研究所：
Tel: 03-3238-3902 E-mail: i-europe@sophia.ac.jp

2018.11.10. (Sat)14:00-17:00
Sophia University 

Central Library 9F, Room L921

Florian Coulmas

文字は単に音声言語を書きあらわす
ものではない。日本研究および社会
言語学の泰斗で『文字の言語学：現
代文字論入門』などの著作でも知ら
れるクルマス教授と、ヨーロッパの
少数言語復興、多言語主義政策に深
く関わってきた気鋭の言語学者ヴィ
ヒェルキェヴィチ氏と共に、書くこ
との意味、また文字の違いが持つ言
語文化的、社会政治的意味を根本か
ら捉え直す。

Tomasz 

Wicherkiewicz

「言語にとって

シンポジウム
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